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消化器疾患モデル動物

胃疾患モデル動物：胃漬寝・胃炎モデルとこれを用いた研究
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が主要因と考えられる．またインドメ

タシンによる胃運動冗進が病変形成程

度と相関することから，胃運動の過活

動が大きな要因とも考えられている．

インドメタシン自体は明らかな胃酸分

泌冗進作用をもたないが，胃酸分泌抑

制薬によっても病変の程度は軽減す

る．これはおそらく，攻撃因子として

の酸分泌を相対的に抑制したためと考

えられ，NSAIDs潰傷の予防として

PPIなどの強力な酸分泌抑制薬が臨

床的にも有用であることを裏づけるも

のと考える．

’

胃炎･胃潰房の実験モデルについて，これまで繁用されてきた急性胃粘膜傷害モデ

ルや慢性胃潰傷モデル，Ｈ,ｐｙ/or感染モデル，ノ、ｖ/かｏ胃粘膜損傷治癒モデル

についてこれまでの報告をまとめた．

その後，このモデルの長期観察により

慢性活動性胃炎や胃癌が生じることも

明らかにされ，ただ１回のＨ”ん”

菌の経口接種で胃への感染が持続し，

ヒトに類似した変化が確認できること

で，有用なＨ”ん”感染モデルとし

て確立された．このモデルではＨ

"ん”感染の胃粘膜への影響を明らか

にすることとともに，胃粘膜の病理学

的変化に対する除菌の影響も検討する

ことが可能である．

総'二 Ｉ

１）インドメタシン潰傷6)~9）

非ステロイド抗炎症薬(ＮＳＡIDs)に

より胃粘膜傷害が生じることは臨床的

にも明らかである．このＮＳＡIDsによ

る胃粘膜傷害は実験動物でも再現でき

る．ラットにＮＳＡＩＤｓの１つであるイ

ンドメタシンを全身投与すると胃底腺

領域の胃粘膜に出血を伴ったびらん

(胃粘膜傷害)が生じる．インドメタシ

ンのもつプロスタグランジン合成抑制

作用の結果，胃粘膜防御に深くかかわ

るプロスタグランジンが低下すること

胃潰傷・胃炎の実験動物モデルはこ

れまで消化性漬傷治療薬の開発に貢献

してきた．また，これらのモデルを用

いて胃粘膜傷害形成メカニズムや胃潰

傷治癒メカニズムの解析がおこなわれ

てきた.Ｈも"co6ac彫γｐｙ〃”(Ｈ"ん"）

が胃粘膜に感染し種々の胃疾患に関与

することが明らかにされ，スナネズミ

ヘの感染モデルがこの細菌の長期感染

により胃潰傷，胃炎，胃癌を引き起こ

すことも証明した．

本稿では，これまで確立された胃潰

傷・胃炎の動物モデルを概説する．

総yIori感染ﾓデﾙ酬剰
スナネズミに対してＨｐｙｊ０”の感

染モデルを最初に報告したのは１９９１

年Yokotaらであり，彼らは２ヵ月の

観察のあいだに胃粘膜の軽度の炎症'性

細胞浸潤を報告した．１９９６年には

Hirayamaらが６ヵ月後には胃潰傷や

腸上皮化生が生じることを報告した．

鶴粘膜病変ﾓデﾙ
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２）エタノール漬傷10)-12）

アルコールによる急'性の胃粘膜傷害

は臨床的にも知られている．このアル

コール性胃粘膜傷害のモデルはラット

の胃内に高濃度のエタノール（70％や

lo0％)を注入することにより１時間以

内に形成される(図⑪)．エタノールが
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